
類似規模団体との比較調査

（議員定数、議員報酬等）

議会改革推進委員会 議会のあり方検討部会

（平成２９年６月）
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★比較調査の理由

寒川町議会の現在の定数や報酬額等が

適正なのか、データが存在しない。

そのため、住民に聞かれても答えられない。

→従って、人口規模が類似する

市・町の議会の定数や報酬額等を調査し、

適正性の一つの判断材料とする。
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★比較の方法

全国１，７４１市町村の内、

人口４３，０００人以上、

５３，０００人未満の

９７自治体を抽出し、

議員定数や議員報酬額などを比較。
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★人口は平成２７年国勢調査の速報値

（寒川町は４７，９３５人）

★議員定数や議員報酬月額、議会費等の

数字は、各自治体の平成２７年度の

決算カードを参照

★但し、政務活動費、委員長手当、費用弁償

については、各自治体のウェブサイトに掲載の

条例を参照（平成２９年６月調査）
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１．議員定数

（１）類似規模９７自治体の平均

→１９．２議席

（最多２６議席、最少１４議席）

（２）寒川町議会は１８議席

（平均より１．２議席少ない。）
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２．議員報酬

（１）類似規模９７自治体の平均

・ 議長425,700円

・ 副議長367,100円

・ 議員340,800円

（２）寒川町議会

・ 議長479,000円（平均の1.13倍）

・ 副議長397,000円（同1.08倍）

・ 議員368,000円（同1.08倍）
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報酬月額 議長 副議長 議員

５０万円以上 ８議会 ０議会 ０議会

４５万円以上

５０万円未満

３３議会* ５議会 ０議会

４０万円以上

４５万円未満

２６議会 ２１議会 ８議会

３５万円以上

４０万円未満

２４議会 ３７議会* ３８議会*

３０万円以上

３５万円未満

５議会 ２５議会 ３３議会

３０万円未満 １議会 ９議会 １７議会

＊＝寒川町議会



３．政務活動費

（１）政務活動費の交付が確認できたのは８１議会

（全体の８３．５％）

→平均月額：議員１人当たり１６，２００円

（４，２００円～５０，０００円）

（２）寒川町議会は月額２０，０００円

（平均の１．２３倍）
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政務活動費月額 議会数

４万円以上 ２議会

３万円以上

４万円未満

６議会

２万円以上

３万円未満

２１議会*

１万円以上

２万円未満

３９議会

１万円未満 １３議会

＊＝寒川町議会



４．委員長手当

（１）委員長手当の支給が確認できたのは２８議会

（全体の２８．９％）

・平均月額９，２００円（最低２，０００円、最高２０，０００円）

・一般的には常任委員長と議運委員長に支給

（常任委員長のみ支給：１議会）

（常任、議運、特別委員長に支給：３議会）

（２）副委員長手当を支給する議会も５カ所あり

（１，０００円～１０，０００円）

（３）寒川町議会は無
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５．費用弁償（交通費、日当等）

（１）本会議や委員会、全員協議会などへの出席に

対して費用弁償（交通費や日当など）を支給する

議会がある。

（２）費用弁償（交通費や日当など）の支給が

確認できたのは３４議会（全体の３５．１％）

・定額制は２２議会（最低８００円、最高２，６００円）

・距離制は１２議会（例：３７円×キロ数）

（３）寒川町議会はなし。
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６．議会費

（１）一般会計総額に占める議会費の割合

→類似規模９７自治体の平均０．９７％

（２）寒川町議会は１．４％（正確には１．４４％）

→全国平均より０．４７ポイント高いが、

これは寒川町の一般会計総額が

全体平均よりも低いため。

（全体平均２２２億円、寒川町１４３億円）
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６．議会費

（３）議会費を絶対値で見た場合

① 類似規模９７自治体の平均

→２億０，７４６万円

② 寒川町

→２億０，５５９万円（平均の９９．１％）

14



15

議会費 年額 議会数

３．０億円以上 ２議会

２．５億円以上

３．０億円未満

８議会

２．０億円以上

２．５億円未満

４７議会*

１．５億円以上

２．０億円未満

３２議会

１．５億円未満 ８議会

＊＝寒川町議会



７．議員定数、議員報酬等のまとめ

（１）議員定数は平均より１．２人少ない。

（２）議員報酬は平均の１．０８倍

（３）政務活動費は平均の１．２３倍

（４）全体の２８．９％に支給されている委員長手当、

３５．１％に支給されている費用弁償

（交通費、日当等）は、寒川町議会にはなし。

（５）議会費は、一般会計歳出に対する比率的には

平均の１．４９倍だが、絶対値で見ると

平均とほぼ同じ（平均の９９．１％）
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８．定数と報酬との関係における４分類

（１）定数：多い 報酬：高い

（２）定数：少ない 報酬：高い

（３）定数：多い 報酬：低い

（４）定数：少ない 報酬：低い

★寒川町議会は（２）の分類に入るが、

定数、報酬ともに平均値に近い。
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★部会の結論

（１）寒川町議会の現在の定数、

報酬額等は、概ね類似規模団体の

平均に近いので、現時点では定数や

報酬額等を変更する必然性に乏しい。

（２）今後も同様の調査を定期的に実施し、

適正な定数、報酬額等の検証を

絶えず行っていく必要がある。
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９．全国の特徴的な事例

（１）政務活動費を廃止

①兵庫県小野市（月２万円をＨ２９．４廃止）

・不正受給が全国で相次いだため。

・今後、調査や研究に必要な費用は、その都度、

議会の承認を経て議会費として支出する方針。

（神戸新聞ウェブサイトＨ２８．１２．２６付）

②宮城県岩沼市（年８万円をＨ２６．４廃止）

・「被災された方々に少しでも寄与できるように」

（いわぬま市議会だよりＨ２６年１０月号）
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９．全国の特徴的な事例

（２）政務活動費を後払い方式に変更

千葉県大網白里市（Ｈ２９年度分より）

「議会改革及び議会の透明性を図る観点から」

（同市議会ウェブサイトより）

（３）政務活動費を増額

①沖縄県宮古島市（Ｈ２８．４ 月額０．５→１．５万円）

②千葉県富津市（Ｈ２８．４ 月額１→３万円）

③新潟県阿賀野市（Ｈ２８．４ 月額１→１．５万円）
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★沖縄県宮古島市の事例（Ｈ２８．４）

①政務活動費を増額（月額０．５→１．５万円）

「議員活動がしやすい環境づくりを推進した方が良い」

②常任・議運委員長手当を新設（月額９千円）

「他の議員に比べその職責は大きい」

③その他の議員報酬は据え置き

「依然として自主財源比率は低く人口減少も続いている」

（宮古新報ウェブサイトＨ２８．２．３付）
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★千葉県富津市の事例（Ｈ２８．４）

①政務活動費を増額（月額１→３万円）

「調査活動基盤の充実を図る」

②報酬を削減（２０％減）

「昨今の社会情勢や本市の厳しい財政状況等に

鑑み、自らが財政確保に取り組む姿勢を示す」

③議員定数を削減（１８→１６議席）

・報酬削減と同様の理由

・Ｈ２４年にも議員定数を２２→１８議席に削減

（富津市議会ウェブサイトより）

23



９．全国の特徴的な事例（すべて月額）

（４）報酬引き下げ

・千葉県富津市（Ｈ２８．４）

議長５３．０→４２．４万円、副議長４７．０→３７．６万円

議員４５．０→３６．０万円

（５）報酬引き上げ

①愛知県東浦町（Ｈ２７．４）

議長３７．５→３８．０万円、副議長２９．０→３０．０万円

議員２５．２→２７．０万円

②群馬県沼田市（Ｈ２９．４）

議長３８．３→４２．６万円、副議長３３．０→３５．９万円

議員３２．２→３３．９万円

24



９．全国の特徴的な事例

（５）報酬引き上げ

③千葉県大網白里市（Ｈ２８．１０）

議長３４．１→３８．０万円、副議長３０．６→３２．０万円

議員２９．３→３０．０万円

・「県内類似団体と比較すると、報酬額は、低い水準」

・「議長の職は、副議長、議員に比べ、業務量が

突出して多い」（同市特別職の報酬等審議会、Ｈ２８．１）

★同市は議員定数削減（２０→１８議席：Ｈ２７．９）、

政務活動費の後払い方式の導入（Ｈ２９．４）も実施
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９．全国の特徴的な事例

（５）報酬引き上げ

③新潟県阿賀野市（Ｈ２９．４）

議長３５４，５００→３６１，６００円

副議長２８９，０００→２９４，８００円

議員２６６，０００→２７１，３００円

★同市は政務活動費も引き上げ（１→１．５万円、Ｈ２８．４）

（６）議員定数削減

①神奈川県三浦市（１５→１３議席、Ｈ２７．４）

②千葉県富津市（１８→１６議席、Ｈ２８．４）

③千葉県大網白里市（２０→１８議席、Ｈ２７．９）
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★全国の特徴的な事例、まとめ

（１）政務活動費

廃止した議会もある（兵庫県小野市、宮城県岩沼市）一方、

増額した議会もある（沖縄県宮古島市、千葉県富津市、

新潟県阿賀野市）。

（２）議員報酬

引き下げた議会もある（千葉県富津市）一方、引き上げた

議会もある（愛知県東浦町、千葉県大網白里市、群馬県

沼田市、新潟県阿賀野市）

（３）議員定数

削減した議会はある（神奈川県三浦市、千葉県大網白里市、

千葉県富津市）が、増やした議会はない。
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